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　「
自
治
振
興
協
議
会
連
合
会
だ
よ
り
」

の
発
行
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
自
治
振
興
協
議
会
は
、
市
民
と
行
政
が

と
も
に
地
域
の
課
題
解
決
や
将
来
像
な
ど

に
つ
い
て
、
直
接
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

情
報
を
共
有
す
る
場
で
あ
り
、
昭
和
32
年

よ
り
福
島
市
独
自
の
地
域
広
聴
制
度
と
し

て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
協
議
会
に
お

い
て
は
、
各
地
区
特
有
の
協
議
テ
ー
マ
が

提
出
さ
れ
、
各
地
域
に
お
い
て
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

行
政
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
地
域
課
題
も
多
様
化
し
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
民
と
行
政

が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
協
力
し
て
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
台
風
19
号
の
豪
雨
に
よ

り
福
島
市
に
も
大
き
な
被
害
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
を

一
日
も
早
く
取
り
戻
す
こ
と
や
、
道
路
・

河
川
等
の
復
旧
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
大
変
な
と
き
こ
そ
地
域
の

声
を
行
政
に
届
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
と
り
わ
け
各
地
区
の
自
治
振
興
協
議

会
が
果
た
す
役
割
は
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
自
治
振
興
協
議
会
の
活
動
を
通

じ
て
、
福
島
市
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政

各
般
に
わ
た
り
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
福
島
市
で
東
北
絆
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
明
る
い
ム
ー
ド
で
令
和
の
新
時

代
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方

で
台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
も
あ
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建

と
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
施
設
の
復
旧
、

営
農
再
開
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害

の
検
証
を
進
め
、
防
災
対
策
の
強
化
を
、

市
民
防
災
力
の
向
上
と
併
せ
て
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
10
年

目
に
入
る
今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
が
開
催
さ

れ
、
本
市
出
身
の
古
関
裕
而
夫
妻
を
モ
デ

ル
に
し
た
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
放

送
が
始
ま
り
、
福
島
市
と
復
興
に
大
き
な

注
目
が
集
ま
り
ま
す
。
訪
れ
る
多
く
の

方
々
に
、
復
興
に
向
け
て
挑
戦
す
る

「
実み

・
湧わ

く

・
満ま

ん

・
彩さ

い

　
福
島
市
」
の
姿
を

発
信
し
、
地
域
の
力
に
転
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
福
島
市
の
未
来
を
大
き
く
左

右
す
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
、
自

治
振
興
協
議
会
の
皆
さ
ま
と
、「
ワ
ン

チ
ー
ム
」
と
な
り
新
ス
テ
ー
ジ
を
創
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ福

島
市
長

木
　
幡
　
　
浩

福
島
市
自
治
振
興
協
議
会
連
合
会

会
長
　

菅
野
廣
男

会
長
あ
い
さ
つ
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協
議
会
当
日
の
協
議
テ
ー
マ
件
数

は
、
各
地
区
合
計
で
42
件
（
複
数
の
課

題
が
あ
る
た
め
、
市
か
ら
の
回
答
件
数

は
71
件
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
テ
ー
マ
42
件
の
う
ち
、
新
規
が

27
件
（
64
％
）、
前
年
か
ら
継
続
し
て

い
る
も
の
が
15
件
（
36
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
か
ら
の
回
答
件
数
の
内

容
別
割
合
は
、
下
記
に
示
す

よ
う
に
道
路
建
設
・
改
良
・

修
繕
に
関
す
る
も
の
が
18
件

（
25
・
0
％
）、
次
に
交
通
安

全
・
交
通
規
制
に
関
す
る
も

の
が
10
件
（
13
・
9
％
）、

次
に
水
路
・
河
川
改
修
、
同

じ
く
都
市
公
園
等
に
関
す
る

も
の
が
5
件
（
６
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
同
様
に
道
路
整
備
に

関
す
る
内
容
が
多
く
提
出
さ

れ
て
い
る
の
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
交
通
安
全
・
交

通
規
制
に
関
す
る
テ
ー
マ
が

増
加
し
て
お
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
が
提
出
さ
れ
て

い
る
の
が
本
年
の
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
テ
ー
マ

地区別開催状況・テーマおよび提案件数
区　分

地区名
開　催　状　況 協議テーマ件数 テーマトーク件数 提案件数

月日 会　　　　場 元年度 30年度 元年度 30年度 元年度 30年度
本
庁

中 央 東 8月21日 保 健 福 祉 セ ン タ ー 2 2 1 1 19 13
中 央 西 7月17日 三 河 台 学 習 セ ン タ ー 1 2 1 1 8 6

渡 利 7月8日 渡 利 支 所 3 3 1 1 92 93
杉 妻 8月5日 杉 妻 支 所 2 2 1 1 95 69
蓬 萊 8月19日 蓬 萊 学 習 セ ン タ ー 分 館 2 2 1 1 46 35
清 水 8月7日 清 水 支 所 2 3 1 1 154 152

東
部

東 部
7月9日 も ち ず り 学 習 セ ン タ ー 3 3 1 1

52 49
大 波 40 41

計 92 90

北
信

瀬 上

7月31日 北 信 支 所 3 3 1 1

18 22
鎌 田 45 38
余 目 70 63

計 133 123
吉 井 田 6月20日 吉 井 田 支 所 3 4 1 1 78 64

西
荒 井

7月11日 西 支 所 2 2 1 1
27 35

佐 倉 83 91
計 110 126

土 湯 温 泉 町 7月4日 土 湯 温 泉 ま ち お こ し セ ン タ ー 湯 楽 座 3 3 1 1 0 1

信
陵

笹 谷
7月5日 信 陵 支 所 3 2 1 1

55 54
大 笹 生 54 54

計 109 108
立 子 山 8月2日 立 子 山 自 然 の 家 2 2 1 1 21 21

飯
坂

飯 坂

7月16日 パ ル セ い い ざ か 2 2 1 1

36 26
平 野 57 50
中 野 18 14
湯 野 74 60
東 湯 野 17 21
茂 庭 17 15

計 219 186
松 川 8月20日 松 川 支 所 2 3 1 1 200 186
信 夫 7月29日 信 夫 支 所 2 2 1 1 211 204
吾 妻 7月3日 吾 妻 学 習 セ ン タ ー 3 3 1 1 183 185
飯 野 8月9日 飯 野 学 習 セ ン タ ー 2 1 1 1 75 58
合 計 42 44 18 18 1,845 1,720

　
令
和
元
年
度
の
自
治
振
興
協
議
会
は
6
月
20
日
の
吉
井

田
地
区
か
ら
、
8
月
21
日
の
中
央
東
地
区
ま
で
、
一
部
合

同
開
催
を
含
め
28
地
区
18
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
合
計
で
1
，6
5
2
名
の
委
員
の
う
ち
、
９
６

６
名
の
委
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
か
ら
は
市

長
を
は
じ
め
各
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
各
部
長
な
ど
が
出
席

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
発
な

意
見
交
換
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

令和元年度令和元年度
自治振興協議会自治振興協議会
開催状況開催状況

道路建設・改良・修繕
交通安全・交通規制

水路・河川改修
都市公園等
観光振興
教育対策

オリンピック関連
農業振興
都市開発

スポーツ施設整備

その他
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◆令和元年度協議テーマ内訳

●
　
　
　
市 

の 

対 

応
　
　
●

　
協
議
テ
ー
マ
は
、
各
地
区
自
治
振

興
協
議
会
で
十
分
に
検
討
し
、
市
に

対
し
て
提
案
さ
れ
た
、
地
区
全
体
あ

る
い
は
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
内

容
で
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
重
要
性
、
緊
急
性
を
十

分
考
慮
し
、
課
題
解
決
に
努
め
て
い

く
た
め
、
総
合
計
画
や
各
種
ま
ち
づ

く
り
計
画
な
ど
と
調
整
を
図
り
、
長

期
的
な
年
次
・
財
政
計
画
で
実
現
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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中央西地区自治振興協議会（令和元年7月17日）

　
テ
ー
マ
ト
ー
ク
は
、
平
成
30
年
度
よ

り
設
定
さ
れ
た
項
目
で
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
や
様
々
な
課
題
な
ど
主
に
ソ

フ
ト
的
な
事
項
か
ら
、
各
地
区
に
お
い

て
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
市
に
提
出
し
、

提
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
市
長

か
ら
市
の
現
状
や
方
針
等
の
説
明
を
行

い
、
そ
の
後
に
市
長
と
参
加
委
員
が
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
央
西
地
区
自
治
振
興
協

議
会
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
を
紹
介
し
ま
す
。

教育対策
高齢福祉
環境衛生
子育て支援

オリンピック関連
観光振興

都市公園等
都市開発

生涯学習等整備
交通輸送
空き家対策
その他
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◆令和元年度テーマトーク内容内訳

テ
ー
マ
設
定
理
由

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興
五

輪
」
と
い
う
大
会
趣
旨
を
ふ
ま
え
「
復

興
の
火
」
が
福
島
駅
に
展
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
後
47
都
道
府
県
を
巡

回
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
野
球
競
技

の
開
催
に
向
け
、

県
営
あ
づ
ま
球

場
で
は
改
修
工

事
が
進
ん
で
お

り
、
福
島
駅
西

口
広
場
に
お
い

て
は
、
大
庇
が

福
島
県
産
木
材

を
使
っ
て
新
し

く
改
修
さ
れ
、

多
目
的
大
型
テ

レ
ビ
の
設
置
が

予
定
さ
れ
る
な

ど
着
々
と
準
備

が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
選
手

や
観
覧
者
の
あ

づ
ま
球
場
ま
で

の
輸
送
ル
ー
ト

令和元年度テーマトーク一覧
地区名 件名

中 央 東 福島市の持つ観光資源の有効利用
中 央 西 2020年東京五輪に向けて、福島らしいおもてなしについて
渡 　 利 高齢者世帯への対策と人口減少対策について
杉 　 妻 市民の健康づくり推進について
蓬 　 萊 子どもや高齢者が住みやすいまちづくりについて
清 　 水 福島市の観光振興と信夫山再生について
東 部・ 大 波 町内会が抱える問題と町内会への加入促進について
北 信 方 部 子どもを育み子育てしやすいまちづくりについて
吉 井 田 子どもから高齢者までが生き生きと地域参加できる組織のあり方について

荒 井・ 佐 倉 東京2020オリンピック競技大会野球・ソフトボール1次リーグの県営あ
づま球場開催に向けての取り組み

土 湯 温 泉 町 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の多言語化案内標識看
板の整備について

笹谷・大笹生 高齢者への公共交通対策について
立 子 山 立子山地区の小・中学校について
飯 坂 方 部 福島市の高齢社会への対応について
松 　 川 松川地区の義務教育環境について
信 　 夫 公共施設（旧平田幼稚園）などの有効活用と地域づくり
吾 　 妻 農村部における高齢者対策
飯 　 野 飯野地区における公共施設の今後のあり方について

が
地
区
内
を
通
過
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
そ
こ
で
、
国
内
外
か
ら
の
多
く
の
来

訪
者
に
対
し
て
「
お
も
て
な
し
と
福
島

ら
し
い
ア
ピ
ー
ル
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
予
定
が
あ
る
か
お
伺
い
し
た
く

テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
に
将
来
に
わ
た
っ
て
活
か
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
着
手
し
、
駅
周
辺
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
て
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
ハ
ー
ド

の
整
備
以
外
で
は
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
が
感
動
を
与
え
る
た
め
、
来
訪
者
の

受
け
入
れ
体
制
強
化
と
市
民
の
お
も
て

な
し
の
意
識
向
上
の
た
め
の
研
修
も
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。参

加
委
員
か
ら
の
意
見

●「
世
界
で
一
番
き
れ
い
な
ト
イ

レ
」
を
福
島
駅
西
口
に
設
置
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

●
駅
の
東
西
を
車
椅
子
で
移
動
で

き
る
よ
う
な
通
路
を
確
保
し
て

欲
し
い
。

●
福
島
駅
西
口
か
ら
コ
ラ
ッ
セ
ま

で
屋
根
の
あ
る
遊
歩
道
を
作
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

●「
福
島
ら
し
い
お
も
て
な
し
」

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
駅
の

周
辺
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

◦
市
長
と
の
意
見
交
換

（
テ
ー
マ
ト
ー
ク
）

「
2
0
2
0
年
東
京
五
輪

に
向
け
て
、福
島
ら
し
い

お
も
て
な
し
に
つ
い
て
」

（
中
央
西
）
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令
和
元
年
度
は
、
総
数
で
１
，８
４

５
件
の
一
般
提
案
が
市
に
対
し
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
別
に
は
、
道
路
側
溝
新
設
・
修

繕
が
４
０
８
件
（
22
・
1
％
）、
次
い

で
水
路
・
河
川
修
繕
が
３
６
２
件

（
19
・
６
％
）、
道
路
拡
幅
改
良
・
修
繕

が
２
６
６
件
（
14
・
4
％
）、
交
通
安

全
施
設
が
２
５
９
件
（
14
・
0
％
）、

街
路
灯
が
１
９
２
件
（
10
・
4
％
）、

道
路
舗
装
新
設
が
83
件
（
4
・
5
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
同
様
に
道
路
や
水
路
、
河
川
に

関
係
す
る
提
案
が
全
体
の
9
割
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
課
題

に
つ
い
て
協
議
・
提
案
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
区
住
民
の
意
見
が
直
接
行

政
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
案
事
項

●
　
　
　
市 
の 
対 
応
　
　
●

　
地
域
生
活
に
密
着
し
た
多
く
の
提

案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
全

体
で
の
実
施
率
は
約
32
％
（
平
成
30

年
度
）
と
実
施
で
き
る
件
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
事
業
の
緊
急
性
と
市
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
総
合
的
に
勘

案
し
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
提
案
内
容
の
実
現
に
向
け
て
、

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

道路側溝新設・修繕
水路・河川修繕

道路拡幅改良・修繕
交通安全施設

街路灯
道路舗装新設

交通規制
都市公園等
道路新設

農林道舗装・新設

その他

50 1000 150 200 250 350 400 450300 （件）

408
362

266
259

192
83

59
40

15
9

152

◆令和元年度提案事項の内訳

会長コメント
　
1
9
6
4
年
東
京
五
輪
開
会

式
。
大
空
に
描
か
れ
た
五
輪
マ
ー

ク
と
古
関
裕
而
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ー
チ
」
の
中
で
の
選
手
団
入

場
は
今
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
か
ら
五
六
年
目
の
２
０

２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
県

営
あ
づ
ま
球
場
、
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
で
幕
が
開
け
ま
す
。

期
待
感
で
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
信
夫
地
区
の
特
徴
と
し

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん

で
、
そ
の
証
と
し
て
市
民
体
育
祭

で
は
総
合
優
勝
十
四
連
覇
中
で

す
。
さ
ら
に
福
島
市
の
花
観
光
名

所
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
大
森
・

平
田
地
区
で
は
、
大
森
城
山
桜
ま

つ
り
や
ス
イ
ー
ツ
de
花
ウ
ォ
ー

ク
、
平
田
花
咲
き
ま
つ
り
な
ど
の

事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ

る
地
域
へ
の
第
一
歩
と
し
て
「
健

都
ふ
く
し
ま
創
造
事
業
・
信
夫
の

里
健
康
づ
く
り
協
議
会
」
設
立

や
、「
信
夫
地
域
支
え
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
に
よ
る
認
知

症
見
守
り
活
動
な
ど
、
健
康
と
福

祉
の
面
か
ら
も
信
夫
地
区
ら
し
い

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
信
夫
地
区
の
未
来
に

繋
が
る
「
令
和
の
米
沢
街
道
」
国

道
十
三
号
福
島
西
道
路
南
伸
事
業

に
お
い
て
は
、
令
和
8
年
度
開
通

の
見
通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
区
間
唯
一
の
平
面
交
差
周

辺
の
沿
道
利
用
を
軸
と
し
た
地
域

づ
く
り
と
、
新
た
な
信
夫
の
里
ブ

ラ
ン
ド
構
築
を
目
的
と
し
た
地
域

振
興
施
設
建
設
に
向
け
同
盟
会
組

織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
と

関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、

「
ふ
く
し
ま
を
元

気
に
！
新
ス
テ
ー

ジ
へ
」
を
旗
印
に

取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

信
夫
地
区
自
治
振
興
協
議
会

会
　
長
　
長
尾 

和
榮

向田地区道路改良工事（平成31年2月）
資料提供：国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所

盛土施工状況（平成31年2月）
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か
ら
河
床
整
正
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
十
六
沼
公
園
に
は
年
間
50
万
人
以
上

の
利
用
者
が
訪
れ
て
お
り
、
西
側
駐
車

場
の
利
用
者
が
横
断
歩
道
を
横
断
す
る

こ
と
な
く
、
横
切
る
利
用
者
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
横
断
歩
道
の

増
設
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
鬼
越
山
の
認

知
度
が
低
い
た
め
、
案
内
看
板
を
設
置

し
て
来
園
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
、
十
六

沼
公
園
に
関
す
る
市
の
担
当
部
署
が
複

数
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
問

い
合
わ
せ
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
等

に
つ
い
て
併
せ
て
要
望
し
ま
し
た
。

「
荒
川
桜
づ
つ
み
河
川
公
園
」
の
南
側

を
東
西
に
流
れ
る
「
古
荒
川
」
は
、
近

年
の
大
雨
に
よ
り
、
氾
濫
寸
前
ま
で
増

水
す
る
頻
度
が
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。「
古
荒
川
」
は
、
流
入
土
砂
や
雑

草
が
堆
積
し
、
中
州
状
態
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
流
れ
を
阻
害
し
、
川
幅
を
極

端
に
狭
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
甚
大
な

洪
水
被
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
い

た
め
、
土
砂
や
雑
草
の
堆
積
物
を
、
撤

去
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
普
通
河
川
「
古
荒
川
」
の

堆
積
土
砂
の
対
策
に
つ
い
て
、
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
監
視
を
行
う
と
と
も

に
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
現
地
確
認
を
し

な
が
ら
、
通
水
断
面
の
阻
害
が
著
し
い

箇
所
に
つ
い
て
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ

　
自
治
振
興
協
議
会
の
協
議
テ
ー
マ
は
、
各
地
区
の
重
要
な
課
題
や
提

言
に
つ
い
て
、
地
区
よ
り
現
状
と
課
題
の
説
明
を
行
い
、
市
は
ど
の
よ

う
な
解
決
方
法
が
あ
る
の
か
を
示
し
、
よ
り
良
い
解
決
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
議
テ
ー
マ
に
提
案
さ
れ
た
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

協
議
テ
ー
マ
の
実
施
状
況

協
議
テ
ー
マ
の
実
施
状
況

古
荒
川
の
整
備
に
つ
い
て

（
平
成
30
年
度
協
議
テ
ー
マ
）

十
六
沼
公
園
の
総
合
的
有
効

活
用
対
策
に
つ
い
て

（
令
和
元
年
度 

協
議
テ
ー
マ
）➡➡

➡➡

施工前

施工前

施工後

施工後

　
市
で
は
、
福
島
北
警
察
署
へ
申
し
入

れ
を
し
た
と
こ
ろ
、
横
断
状
態
の
調
査

に
よ
っ
て
、
同
地
に
お
い
て
横
断
歩
道

外
横
断
が
多
く
、
危
険
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
横
断
歩
道
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鬼
越
山
に
関
す
る
既
存
の
公

園
案
内
看
板
へ
「
鬼
越
山
」
を
追
加
す

る
こ
と
や
、
散
策
路
入
口
へ
の
案
内
看

板
を
設
置
し
、
来
園
者
に
鬼
越
山
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
公
園
施
設
に
関
す
る
こ
と
は

公
園
緑
地
課
、
運
動
施
設
に
関
す
る
こ

と
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
農
業
用
た
め

池
と
し
て
の
十
六
沼
に
関
す
る
こ
と
は

農
林
整
備
課
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
公
園
緑
地
課
が
総

括
窓
口
と
し
て
対
応
い
た
し
ま
す
。
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渡
利
地
区
は
、「
母
な
る

川
」
阿
武
隈
川
を
挟
ん
で
中

心
市
街
地
の
東
側
に
隣
接

し
、
7
つ
の
橋
で
中
央
地
区

及
び
杉
妻
地
区
と
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
22
年
2
月

に
、
福
島
市
へ
最
初
に
編
入

（
合
併
）
し
ま
し
た
。
西
に

雄
大
な
吾
妻
連
峰
を
眺
め
、

「
ふ
く
し
ま
に
桃
源
郷
あ

り
」
と
称
さ
れ
た
花
見
山
、

弁
天
山
、
小
鳥
の
森
、
国
指

定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
木

造
千
手
観
音
菩
薩
立
像
（
大

蔵
寺
）
な
ど
、
多
く
の
観

光
・
歴
史
的
資
源
が
あ
り
ま

す
。

　
西
部
の
平
坦
地
に
は
文
教

住
居
系
の
市
街
地
が
形
成
さ

れ
、
南
部
の
高
台
に
も
大
規

模
住
宅
団
地
の
南
向
台
ハ
イ

タ
ウ
ン
が
造
成
さ
れ
る
な

ど
、
地
理
的
に
中
心
市
街
地

に
近
い
こ
と
か
ら
、
住
み
や

す
い
生
活
環
境
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
で
、
人
口
は
減

少
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
1

万
5
千
人
余
り
を
擁
し
て
お

り
ま
す
。

　
あ
の
震
災
、
原
発
事
故
か

ら
9
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
課

題
で
あ
り
ま
し
た
除
去
土
壌

の
搬
出
も
完
了
し
、
心
の
復

興
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
一
層
安
全
安
心
な
生
活

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
今

年
度
の
自
治
振
興
協
議
会
で

は
、「
国
道
1
1
4
号
の
安

全
確
保
」「
花
見
山
観
光
施

策
」「
渡
利
中
学
校
の
体
育

館
改
築
」
に
つ
い
て
、
市
長

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
早
期
実
現
に
向
け
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

渡
利
地
区
自
治
振
興
協
議
会

会 

長
　
菅
野 

廣
男

地区じちしん紹介⑳
－ 渡利地区 －

花見山

国
・
県
等
要
望
活
動

要望活動（令和元年11月22日）

❶国道114号の安全確保について【渡利地区】
❷令和元年台風19号による大森川、濁川の災害復旧と治

水対策について【杉妻地区】
❸国道115号、主要地方道上名倉・飯坂・伊達線（通称

フルーツライン）の維持管理と案内標識の設置につい
て【荒井・佐倉地区】

❹国道115号の整備改善について【大波地区】
❺主要地方道土湯温泉線の道路改良工事の促進について
【松川地区】

要
望
内
容

　
福
島
市
自
治
振
興
協
議
会
連
合
会
で

は
、
国
や
県
な
ど
が
所
管
す
る
道
路
や

河
川
の
整
備
・
改
修
、
信
号
機
設
置
等

に
つ
い
て
、
地
域
の
声
を
直
接
伝
え
る

た
め
に
、
国
・
県
な
ど
に
対
し
て
要
望

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
22
日
に
福
島
県
県
北
建
設
事
務

所
に
対
し
、
道
路
改
良
整
備
及
び
令
和

元
年
台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
河
川
の
災
害
復
旧
と
治
水
対
策

等
に
関
す
る
要
望
書
5
件
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
か
ら
は
、

県
民
の
安
全
安
心
の
確
保
と
生
活
の
利

便
性
・
快
適
性
の
向
上
に
結
び
付
く
よ

う
事
業
を
遂
行
す
る
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
要
望
案
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
全

安
心
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
国
や
県
に
対
し
て
地
域
の
生

の
声
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
支
援
事
業
は
、
地
域
の
課
題
解
決

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
に
自
主
的
に
取
り
組

む
地
域
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
令
和
元
年
度
は
、
２

月
末
現
在
で
町
内
会
報
作
成
や
掲
示
板
の
設
置
、
不
法
投
棄

防
止
な
ど
の
地
域
環
境
整
備
事
業
、
交
通
事
故
防
止
活
動
や

防
犯
活
動
、
児
童
生
徒
の
見
守
り
活
動
な
ど
、
地
域
活
動
を

行
う
93
団
体
に
対
し
て
約
1
，３
６
0
万
円
の
事
業
費
補
助

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
が
図
ら
れ
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
の
推
進
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

令和元年度地域コミュニティ等支援事業
実施状況（ソフト）

団体種別 件数 実施内容等

町内会、連合会等 40
掲示板設置、広報誌作成、
不法投棄防止活動、
見守り・環境美化活動等

交通対策協議会 16 事故防止看板設置、
交通安全啓発活動等

市 民 活 動 団 体 11 観光案内板設置、地域のコミュ
ニティ活性化、景観保全活動等

見 守 り 団 体 10 小学校登下校の見守り活動等

健全育成推進団体 7 交通安全啓発活動、防犯活動、
見守り活動等

防 犯 協 会 5 防犯カレンダー作成等
交通安全母の会 4 交通安全啓発活動

計 93
（令和2年2月末現在）

令和元年度地域生活基盤整備事業
実施状況（ハード）

事業内容 件  数
1 街路灯設置 95
2 反射鏡設置 85
3 道路除草 57
4 道路側溝修繕 41
5 道路側溝新設 21
6 道路防護柵設置 16
7 カラー舗装 9
8 その他 48

計 372
（令和2年2月末現在）

　
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
地
区
自
治
振
興
協
議
会

を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
提
案
な
ど
を
、
地
域
の
皆
さ
ん

自
ら
が
緊
急
性
や
利
便
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

事
業
選
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
民
と
行
政

が
協
働
で
安
全
安
心
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
な
る

2
つ
の
事
業
で
形
成
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
事
業
の
「
地

域
生
活
基
盤
整
備
事
業
」
は
、
道
路
側
溝
や
交
通
安
全

施
設
等
の
生
活
基
盤
の
整
備
を
行
う
事
業
で
す
。
一

方
、
ソ
フ
ト
事
業
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
支
援
事

業
」
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
、
地
域
活
動
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

　
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　
地
域
生
活
基
盤
整
備
事
業
は
、
地
域
生
活
に
お
け
る
身
近

な
生
活
基
盤
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
安
全
安
心
な
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。
地
域
全
体
の
視
点
に
立
ち
緊
急
性
・
利
便
性
な
ど

を
考
慮
し
事
業
が
進
め
ら
れ
、
令
和
元
年
度
は
、
約
1
億
5

千
万
円
の
事
業
費
で
、
道
路
街
路
灯
や
道
路
反
射
鏡
設
置
、

道
路
側
溝
新
設
・
修
繕
な
ど
各
地
域
で
計
３
７
２
件
の
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
、

地
域
住
民
の
不
安
解
消
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
基
盤
整
備
事
業（
ハ
ー
ド
事
業
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
支
援
事
業（
ソ
フ
ト
事
業
）

道路側溝新設工事

施工前 施工後

➡

安全マップの作製（吾妻地区）
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連合会活動報告

　
令
和
元
年
度
福
島
市
自
治
振
興
協

議
会
連
合
会
総
会
は
5
月
10
日
に
開

催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
、
令
和
元
年
度

の
地
区
自
治
振
興
協
議
会
の
開
催
要

項
や
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
本
連
合
会
は
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
市
政
の
発
展
と
地
域
の

振
興
、
地
区
自
治
振
興
協
議
会
の
連

絡
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
61
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
28
地
区
の
地
区
自

治
振
興
協
議
会
会
長
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
8
月
30
日
に
開
催
し
た
市
政
研
修

会
で
は
、
土
湯
温
泉
町
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会 

会
長 

加
藤
勝
一
さ
ん

よ
り
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
土
湯
温
泉
町
地
区

に
お
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る

復
興
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
義
の
中
で
は
廃
業
旅
館
や
空
き

店
舗
の
解
消
や
賑
わ
い
創
出
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
廃
業
し
た
旅
館

を
活
用
し
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「
湯ゆ

楽ら
く

座ざ

」
や
「
湯ゆ

愛め

舞ぶ

台た
い

」
の
見

学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
11
月
27
日
に
は
、
各
地
区
自
治
振

興
協
議
会
会
長
に
よ
る
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
次
年
度
の
開
催
に
向
け

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
台
風
19
号

に
関
連
し
た
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
優
良
都
市
視
察
研
修
に
つ

い
て
は
、
台
風
19
号
の
影
響
を
考
慮

し
、
今
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
は
中

止
と
い
た
し
ま
し
た
。

総
　
　
　
会

総
　
　
　
会

研
修
会
お
よ
び

研
修
会
お
よ
び

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

■
市
政
研
修
会

　（
湯
楽
座
　
令
和
元
年
8
月
30
日
）

■
意
見
交
換
会

　（
令
和
元
年
11
月
27
日
）

信
夫
地
区

自
治
振
興
協
議
会

土
湯
温
泉
町
地
区

自
治
振
興
協
議
会

　
令
和
元
年
台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
区
に
お
い

て
、
国
や
県
に
対
し
て
緊
急
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
信
夫
地
区
自
治
振
興
協
議
会
で
は
11

月
7
日
に
「
一
級
河
川
大
森
川
災
害
復

旧
・
治
水
対
策
の
強
化
」
に
つ
い
て
福

島
県
県
北
建
設
事
務
所
へ
、
土
湯
温
泉

町
地
区
自
治
振
興
協
議
会
で
は
12
月
17

日
に
「
土
湯
温
泉
町
地
区
の
河
川
災
害

の
復
旧
と
流
路
工
の
整
備
促
進
」
に
つ

い
て
東
北
地
方
整
備
局 

福
島
河
川
国

道
事
務
所
へ
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を

守
る
た
め
、
被
災
箇
所
を
速
や
か
に
原

形
復
旧
す
る
こ
と
や
抜
本
的
な
治
水
対

策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。 地

区
活
動
報
告


